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Exercise of child play game to promote social nature
―Bowling as a subject―
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Abstract

I feel lack of the social nature of the child as a study background. The relation with others
is poor. I do not understand how to contact others. I think that the children who are not
going to associate with others increased. I think about only one's thing and act. The child
who does not think about others. Important power is not brought up while I walk the life.
It is fun for a play sense. If there is such an education method; for children. It is not forced
on an adult. I enjoy it by oneself and play. It is thought that I can wear social nature this
research. As an exercise play game. I take up bowling. This bowling M prefecture in a
special support school. It is an exercise play game carried out traditionally from opening of
a school those days. Why many years bowling. Is it taken up in M prefecture special support
school? I want to elucidate the reason scientifically. 
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第Ⅰ章　序論　
１節　研究背景

研究背景として子どもの社会性の欠如を
感じる。他者との関わりが乏しく、他者との
接し方が分からない、他者と関わろうとし
ない子どもが増えたように思う。自分のこ
とばかりを考え行動し、他者のことを考え
ることをしない子ども。人生を歩んでいく
中で大切な力が育まれていないのではない
か。

第２節　研究目的
これからの学校教育の現場は、文部科学

省の推進する「共生社会の形成に向けたイ
ンクル―シブ教育システム構築のための特
別支援教育の推進」（文部科学省 2012 2 3）が
進められていくことになっていくと予想さ
れる。一人一人にあった教育ニーズがあり、
それに応えていく必要がある。障害がある
人もない人も共に学ぶ環境を作る為には、
どのような教育をしていく必要があるのか

を考えた。多様な学びの一つとして、「遊び」
を取り入れていきたいと考えた。遊びは子
どもが成長していく中で様々な経験をもた
らすことができるのではないか。

本研究では、運動遊びゲームとして「ボウ
リング」を取り上げる。この「ボウリング」
は M 県特別支援学校において、開校当時

（昭和 53 年）から伝統的に行われている運
動遊びゲームである。特別支援学校におい
て長年続けられているのには理由があるは
ずである。何故、長年「ボウリング」が M
県特別支援学校において取り上げられてい
るのか。その理由を科学的に解明していき
たい。

第Ⅱ章　先行研究
１節　社会性
本研究では、「遊び」で子どもの社会性を

促進することを目的としており、そこで重
要となる「社会性」について先行研究の読み
込みを行った。それらを整理しながら、本研
究の解くべき課題とその視角を策定してい
く。

現代社会を生きていく上で人と関わらず
にはいられない。人と関わって生きていく
必要がある。人と関わって生きていく力と
して「社会性（ソーシャルスキル）」が必要
となる。

２節　運動遊び　
本節では、運動遊びに関する先行研究を

整理していく。まず、本研究の要である遊び
に関する論文と運動遊びに関する論文を中
心に、先行研究の読み込みを行った。それら
を整理しながら本研究の解くべき課題とそ
の視角を策定していく。

３節　社会性と遊びの関連性
本節では、社会性と遊びの関連性につい

て、先行研究の読み込みを行った。それらを
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整理しながら、本研究の解くべき課題とそ
の視角を策定していく。

第Ⅲ章　研究方法
１節　対象者
本研究の対象者として、M 県特別支援学

で参与観察を行った。
M 県特別支援学校

M 県特別支援学校の中学部 1 年生、男子
8 名、女子１名の計 9 名「障害種別は自閉症
5 名、ダウン症 2 名、精神発達遅滞 2 名」を
対象にした。2016 年 6 月 13 日から 6 月 24
日までの 2 週間、特別支援学校教育実習の
際、参与観察を行った。数学科の授業では 3
回ボウリングを行った。

数量面では、１位数の繰り上がりがない
足し算ができる生徒、数を数えられる生徒、
遊びや生活の中で数概念を理解しつつある
生徒等、個々に理解の差がある。

以上が本研究における参与観察の対象で
ある。なお、本研究での社会性は、自分の順
番を知ることやルールを守って活動するこ
と、日常生活と数学と関連した生活する上
で欠かせない存在である数や数量の概念と
する。

２節　参与観察
M 県特別支援学校

2016 年 6 月 13 日から６月 24 日までの 2
週間、筆者は特別支援学校教育実習の際、参
与観察を行った。中学部１年を担当し、日常
生活の指導や教科指導の際に子ども達の生
活の様子を観察し、数学科の授業では 3 回
ボウリングを行い、学習指導案に取り入れ
た。
運動遊び－ボウリング－について

ボールやピンを見る、ボールを転がすと
ピンが倒れるという因果関係を知る、遊び
のマナー、順番、思いやり、計算、集中力、
自分の番まで座っていられる自制心、ボー

ルを転がして遊ぶ、運動発達など、ただ遊ぶ
のではなく、社会性というスキルを遊びの
中で生徒が自ら獲得することができる。遊
びを通して、社会性を学ぶことができる。

ボウリングはゲーム感覚で楽しく取り組
むことでき、倒したボウリングのピンを数
えることで数量の概念を学ぶことができ
る。また、倒したボウリングのピンを友達と
比べることで、競争しながら楽しく数の比
較をすることができる。また、自分の順番を
知ることやルールを守って活動すること
で、日常生活と数学と関連した社会性（ソー
シャルスキル）を獲得することができる。ボ
ウリングは、生活する上で欠かせない存在
である数や数量の概念について、興味・関
心を持たせながら教えることができる良い
教材である。今回は 6 本のピンを使用し 6
までの数を数えさせることにより、数の概
念を捉えさせることを目的とする。

通常のボウリングは 10 本のピンを倒す
ゲームであるが生徒の実態として、10 を超
える数の計算ができないこと。また、10 ま
での数の概念が身についていないこと。10
までの数の概念が身についていない子に
は、まず 6 までの数と量を一致させること
を目的とした。

数を量として捉えられるように、1～6 ま
での（数えるボックス）を使用し、一目で数
が分かるような工夫をした。倒したピンを
ピンボックス（数えるボックス）に入れてピ
ンを数える。皆で声を出して、一緒に倒れた
ピンの数を数える。
＊数えるボックスについて

1～6 までの数字が書かれたボックスを 1
つずつ、合計ボックスを 6 箱用意し、ピンを
差し込み、全体が見えるようにした。また、
視角的に分かりやすいようにピンを差し込
む場所に、赤いテープで目印を取りつけた。
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第Ⅳ章　結果
１節　実践結果

今回の授業のねらいでもある「ボウリン
グを通して数量に関心を持たせること」「数
量概念の基礎を培うこと」は、倒したピンと
同じ数のボックスを選ぶことで、途中間違
えたら自分でもう一度考えて、ボックスを
選び直すことができた。

倒したボウリングのピンの数を数えると
いう数概念の理解に必要なことを教員の支
援を受けながら全員が達成することができ
た。普段、遊びにも取り組むことが苦手な生
徒もいたが、ボウリングでは、他の生徒と一
緒に楽しみながら取り組むことができた。

自分の点数と他の人の点数を比べ、自分
の点数が負けていると気がつくと悔しがる
姿が見られた。みんなで倒れたピンの合計
を考え、みんなで一緒に倒れたピンの合計
を数えることができた。

以上のような参与観察の結果から、子ど
もの社会性、子どもの社会性を促進する運
動遊びゲームとしてボウリングが有効であ
ることを明らかにすることができた。

２節　考察
3 回のボウリングの授業実践。先行研究

の論文。特別支援学校で勤務する先生の実
践知。様々な知見を集め、授業としてデザイ
ンし、実践する中で、授業回数を重ねるごと
に、修正点があり、試行錯誤を繰り返してよ
い授業になる。

授業を重ねるごとに、戸惑っていた生徒
もルールを覚え、楽しく、ボウリングという
遊びに夢中になった。これらのことからも
ボウリングという運動遊びは、子どもの社会
性を促進することができると考えられる。

第Ⅴ章　おわりに
１節　まとめ
数学科の授業で行ったボウリングは、子

どもの興味関心を刺激し、数量の概念を学
ぶのによい教材である。ボウリングのルー
ルを守ることで、自制心を身につけ、クラス
という集団で行動するのによい教材である
ことが分かった。クラスの生徒と触れ合う
ことで協調性を身につけることができる。
また、社会性の促進にも子どもの感情を引
き出すことができ、社会性の促進にもよい
教材であることが分かった。

２節　今後の課題
今後の課題として、子どもの社会性を促

進する運動遊びをこれからも検討していく
ことを本著の結びとする。
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